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し
く
、
学
び
や
す
い
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古
典
教
材
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
充
実

ペ
ー
ジ
を
増
や
し
、
生
徒
が
よ
り
多
様
な
古
典
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

P O I N T 1

龍 門 石 窟 の 書 を多 数 掲 載 。

　教科書40・41ページ

私
の「
書
」が
広
が
る

漢字の書が ページ増えました。
掲載古典数も旧版から大幅増。40→85点になりました。（漢字／仮名／漢字仮名交じり含む。）

「 書 聖 」王 羲 之 の 書 を 比 較 鑑 賞。

教科書巻頭 　

書 

Ⅱ



高
精
細
の
図
版
で
、
原
跡
を
忠
実
に
再
現
し
ま
し
た
。

臨
場
感
の
あ
る

美
し
い
図
版

P O I N T 2

拓 本 の
し わ ま で 見 え る
鮮 明 な 印 刷。

 　教科書33ページ

大 胆 な 筆 致 が
伝 わ る 木 簡 の
拡 大 図 版 。

教科書22・23ページ　



学
び
を
広
げ
る
コ
ラ
ム

書
の
文
化
や
歴
史
へ
の
理
解
を
深
め
る
コ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

P O I N T 3教科書18・19ページ 　

二つ折り
しやすい
製本です。

　教科書44・45ページ 

【
漢
字
の
書
】

泰
山
刻
石
・
石
鼓
文
・
臨
石
鼓
文
・
小
臣

艅
犧
尊
・
甲
骨
文
・
乙
瑛
碑
・
居
延
漢
簡
・

曹
全
碑
・
石
門
頌
・
十
七
帖
・
書
譜
・
草
書

諸
上
座
帖
巻
・
集
王
聖
教
序
・
温
泉
銘
・

祭
姪
文
稿
・
争
坐
位
文
稿
・
祭
伯
文
稿
・

薦
季
直
表
・爨
宝
子
碑
・
始
平
公
造
像
記
・

美
人
董
氏
墓
誌
銘
・
孟
法
師
碑
…

【
仮
名
の
書
】

高
野
切
第
一
種
・
本
阿
弥
切
本
古
今
和
歌

集
・
関
戸
本
古
今
和
歌
集
・
高
野
切
第
二

種
・
針
切
・
香
紙
切
・
元
永
本
古
今
和
歌

集
・
継
色
紙
…

主
な
掲
載
古
典

・ 何のために書くのか？
 （書の果たしてきた歴史的役割）

・ 名品になった詫び状（藤原佐理の書）

・ 北宋の三大家
・ タイムスリップ書道史（日中の書の交流）

・ 日本文学に登場する能書
・ 伝称筆者と古筆
・ やってみよう「墨流し」「ぼかし染め」
・ 良寛の書
・ 書に会いに，町へ行こう
 （町で見られる刻字）

 コラム一覧



主
要
古
典
を

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
掲
載

書
を
学
ぶ
う
え
で
基
本
と
な
る
古
典
は
4
ペ
ー
ジ
構
成
と
し
、

古
典
を
見
開
き
・
原
寸
大
で
掲
載
し
ま
し
た
。

　 教科書18・19ページ

教科書14・15ページ 　

　教科書122・123ページ 

篆
刻 

刻
字

ブ
ッ
ク

篆
刻
・
刻
字
を
取
り
外
せ
る

小
冊
子
に
し
ま
し
た
。
学
習
時
期
を

選
ば
ず
に
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

私
の「
書
」に
出
会
う

書 
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漢字の古典教材にまつわる
写真資料を収録。

編
集
委
員

校
閲

髙
木
聖
雨﹇
大
東
文
化
大
学
教
授
﹈

黒
田
賢
一﹇
書
家
﹈

永
守
蒼
穹﹇
元
大
東
文
化
大
学
教
授
﹈

宮
澤
正
明﹇
山
梨
大
学
教
授
﹈

横
田
恭
三﹇
跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授
﹈

薄
田
東
仙﹇
書
家
﹈

金
子
大
蔵﹇
立
教
大
学
講
師
﹈

坂
井
孝
次﹇
福
岡
教
育
大
学
准
教
授
﹈

佐
藤
顕
弘﹇
東
京
都
立
小
松
川
高
等
学
校
講
師
﹈

富
田　

淳
﹇
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
研
究
部
長
﹈

中
村
史
朗﹇
滋
賀
大
学
教
授
﹈

鍋
島
稲
子﹇
台
東
区
立
書
道
博
物
館
主
任
研
究
員
﹈

真
鍋
昌
生﹇
大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校
講
師
﹈

山
根
亙
清﹇
書
家
﹈

市
原
恭
代（
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）﹇
工
学
院
大
学
准
教
授
﹈

佐
島　

毅（
特
別
支
援
教
育
）﹇
筑
波
大
学
准
教
授
﹈

書
Ⅲ
の
ご
案
内
〈
主
な
掲
載
古
典
〉

【
漢
字
の
書
】

散
氏
盤
・
天
発
神
讖
碑
・
中
山
王
　
方
壺
・
篆
書
五
言
聯
・

包
山
楚
簡
・
礼
器
碑
・
敦
煌
漢
簡
・
銀
雀
山
前
漢
簡
・

開
通
褒
斜
道
刻
石
・
題
昔
邪
之
廬
壁
上
・
喪
乱
帖
・
温
泉
銘
・

臨
河
序
・
離
洛
帖
・
行
草
書
七
言
絶
句
軸
・
爨
宝
子
碑
・

楷
書
前
後
出
師
表
巻
・
高
貞
碑

【
仮
名
の
書
】

秋
萩
帖
・
升
色
紙
・
桂
宮
本
万
葉
集
・
十
五
番
歌
合
・

巻
子
本
古
今
和
歌
集
・
曼
殊
院
本
古
今
和
歌
集
・一
条
摂
政
集
・

更
級
日
記
・
源
氏
物
語
抄
・
和
歌
一
首

書
Ⅲ
3
0
4
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編集の趣旨と特色 付
属
D
V
D-

R
O
M

動
画
や
写
真
に
加
え
て
、
別
冊
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
集
、

別
冊
臨
書
用
手
本
、
評
価
テ
ス
ト
集
な
ど
の
デ
ー
タ
を
収
録
。

別
冊
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
集
（
B
4
判
）

記
入
式
の
設
問
や
古
典
の
な
ぞ
り
書
き
シ
ー
ト
、

日
常
の
書
式
な
ど
充
実
の
内
容
。

別
冊
臨
書
用
手
本
（
B
4
判
）

半
紙
原
寸
大
の
手
本
を
多
数
収
録
。

臨書教材や篆刻など
豊富な動画資料。

指
導
展
開
例
や
古
典
の
解
説
な
ど
を
掲
載
し
た
本
編
の
他
に
、

D
V
D-

R
O
M
や
別
冊
な
ど
の
付
属
資
料
が
充
実
し
ま
し
た
。

教
授
資
料
の
ご
案
内

 内容解説資料

発行者 光村図書出版株式会社
 代表者　小泉 茂
 〒141-8675  東京都品川区上大崎2-19-9

 電話03-3493-2111（代表）
 光村図書ウェブサイト
 www.mitsumura-tosho.co.jp

印刷 協和オフセット印刷株式会社
デザイン スープデザイン

書 
Ⅰ 
308

3

 

　
　
　年

　
　
　組

　
　
　番

 

学
習
日

　
　
　
　月

　
　
　日

 

名
前

孔こ
う

子し

廟び
ょ
う

堂ど
う

碑ひ 

1

（
教
科
書
14
〜
17
ペ
ー
ジ
）

3 「
孔
子
廟
堂
碑
」
の
用
筆
や
字
形
、
点
画
の
特
徴
を
捉
え
ま
し
ょ
う
。（
教
科
書
14
〜
16
ペ
ー
ジ
）

4 

ワ
ー
ク
を
通
し
て
文
字
を
分
析
し
、
特
徴
を
捉
え
て
臨
書
し
ま
し
ょ
う
。（
教
科
書
17
ペ
ー
ジ
）

2  

教
科
書
14
・
15
ペ
ー
ジ
を
見
て
受
け
た
印
象
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

1 「
孔
子
廟
堂
碑
」
の
筆
者
と
制
作
さ
れ
た
時
代
、
お
よ
び
制
作
年
を
答
え
ま
し
ょ
う
。（
教
科
書
14
ペ
ー
ジ
）

・「
孔
子
廟
堂
碑
」
の
字
形
や
用
筆
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。（

　
　
　）

・「
孔
子
廟
堂
碑
」
の
穏
や
か
な
書
風
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。（

　
　
　）

◉ 

自
己
評
価
　
　A
…
で
き
た

　
　B
…
お
お
む
ね
で
き
た

　
　C
…
で
き
な
か
っ
た

筆
者
（
　
　
　
　
　
　
　
　）
　
　
　時
代
（
　
　
　
　
　
　
　
　）
　
　
　制
作
年
（
　
　
　
　
　
　
　
　）
年
頃

字
形
や
点
画
の
特
徴

④「
向
勢
で
丸
み
が
あ
る
」、「
伸
び
や
か
な
点
画
」
が
表
れ
て
い

る
と
思
う
文
字
や
部
分
を
、
教
科
書
14
・
15
ペ
ー
ジ
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
抜
き
出
し
ま
し
ょ
う
。

伸
び
や
か
な
点
画

向
勢
で
丸
み
が
あ
る

送
筆

穂
先
は
線
の
中
心
を

通
る
。

＝（
　
　
　

 

　）

起
筆

穂
先
は
点
画
の
端
に

表
れ
る
。

＝（
　
　
　

 

　）

収
筆

軽
く
筆
を
止
め
、
左

上
に
押
し
上
げ
る
よ

う
に
し
て
か
ら
、
軽

く
押
さ
え
直
す
。

用
筆
の
特
徴

①
横
画
に
骨
書
き
を
書

き
込
み
ま
し
ょ
う
。

②
指
で
横
画
を
な
ぞ
り
、

「
ゆ
っ
た
り
と
し
た 

用
筆
」
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

③
空
欄
に
当
て
は
ま
る

言
葉
を
書
き
込
み
、

用
筆
の
ポ
イ
ン
ト
を

押
さ
え
ま
し
ょ
う
。

ワ
ー
ク
の
例

・
中
心
線
を
書
き
込
む
。

・
外
形
を
□
、
△
、 

　

  

な
ど
で
囲
む
。

・
骨
書
き
（
点
画
の
中
心
線
の
こ
と
）
を
書
き
込
む
。

・
籠か

ご

字
（
点
画
の
輪
郭
を
囲
む
こ
と
）
を
と
る
。

・
補
助
線
を
引
い
た
り
、
特
徴
的
な
部
分
を
丸
で
囲
ん
だ
り
し
て
、

気
づ
い
た
こ
と
を
書
き
込
む
。

受
け
た
印
象

17

 

　
　
　年

　
　
　組

　
　
　番

 

学
習
日

　
　
　
　月

　
　
　日

 

名
前

蘭ら
ん

亭て
い

序じ
ょ

な
ぞ
り
書
き
シ
ー
ト

（
教
科
書
43
〜
46
ペ
ー
ジ
）

※�

本
ワ
ー
ク
を
Ａ
３
に
自
動
拡
大
（
115
％
）
し
て
、

原
寸
で
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。


